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1.　本研究は被服工作技術と諸能力並びに性格特性と

の相関等従前の研究をさらに教育史上において実証すべ

く，江戸時代裁縫書を中心として検討し，裁縫教育の知

的価値を究明する。

2.　本回は元禄３年刊行「裁物秘伝抄」として現存せ

る最古の裁本を資料として，序文，裁方法等の検討によ

'0, 上記の検証をナナめる。

3･　○身丈を基準としてこれに相応数を乗じ，身幅，

衿丈，衿幅，托丈，上下柾幅，袖丈等の算出により，算

数能力の刺激を与える。

○同上算出せる各部布形状を図示し，視覚的形状把握を

ねらい，衣服構成に到る過程として裁物を扱う。しかし

衣服形態の分解的思考より綜合への展望も意図され，図

形認識による構成要素の確認がはがられている。

○裁寸法26 種の割出しによ5, 各部布形状を当時の多

様な布幅物に無駄なく「はめ込む」ことの案出により，

部分形状と布形状の比較検討により，空間的知覚が練磨

される。

尚,  300 年前の裁物本における思考方法が，身体発達

に相応すべき衣服寸法の案出であり，しかも「ついえな

く」とて裁断法の最重要点な るMoulding について記

されていることは驚異である。


